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住
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災
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警
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器
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は大丈夫ですか？　
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
お
菓
子
作
り

や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
ク
リ
ス
マ

ス
を
楽
し
も
う
。
み
ん
な
誘
っ
て

来
て
ね
。

●
日　
時　
12
月
19
日
（
土
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場　
所

　
七
ヶ
宿
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
対　
象

　
町
内
の
小
学
１
年
生
～
６
年
生

●
内　
容

　

�

お
菓
子
作
り
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

●
申
込
み

　

�

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
申
込
用

紙
に
記
入
し
、
公
民
館
ま
た
は

小
学
校
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

　
平
成
27
年
度
に
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
峠
田
地
区
が
採
択

さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
太
鼓
の
張
替
と
ケ
ー
ス
の
購
入

を
し
ま
し
た
。
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
さ
れ
て

お
り
今
後
の
活
動
が
更
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
11
月
21
日
、
親
子
を
対
象
に
町

の
伝
統
工
芸
で
あ
る
こ
け
し
の
絵

付
け
を
体
験
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
思
い
ど
お
り
の
こ
け
し
を
絵
付

け
し
て
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
で

地
区
の
活
性
化
に

こ
け
し
の
絵
付
け
を

体
験
し
ま
し
た
。
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———————— 火災・救急・救助は１１９ ————————

　平成 26年の全国火災発生件数は 43,741 件、前年より 4,354 件減少しておりますが、住宅
火災による死者（放火自殺者等を除く）数は 1,006 人と前年より 9人増加しています。その
うち 65歳以上の高齢者は 699 人で、住宅火災による死者（放火自殺者等を除く）の 69.5％
を占めています。また、死者 1,006 人のう
ち 48.5％の 544 人が発見や通報等の遅れに
よる「逃げ遅れ」が原因とされています。
　住宅用火災警報器は、住宅火災による死
傷者をなくすことを目的として消防法が改
正されました。火災発生時において早期の
「発見」「覚知」「避難」には大変有効です。
しかし、必要な場所に設置されていないと
有効に機能しません。また、設置されたあ
とも「バッテリー切れ」「機器の故障」等も
ありますので、定期の点検が必要となりま
す。点検は、春と秋の「火災予防運動」を
目安に行って下さい。

◎　設置の必要な場所は、火災予防条例で定められています。
◎　住宅用火災警報器は、正常に作動するか点検が必要です。
◎　バッテリー切れや機器の故障の場合等は機器の交換をお願いします。
◎　設置後概ね 10 年で機器の交換をおすすめします。

命を守る
住 宅 用

火災警報器
「適正な設置」と「定期の点検」を

お願いします。
●お問い合わせ
　仙南地域広域行政事務組合
　白石消防署七ヶ宿出張所
　☎３７－２１００※一般社団法人 日本火災報知機工業会より


